
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道民の意識に関するアンケート調査結果 
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北海道保健福祉部福祉局 
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問１ あなたは、「ケアラー」や「ヤングケアラー」という言葉をどの程度ご存じですか。 

次の中から１つだけお選びください。 

「ケアラー」や「ヤングケアラー」の言葉の認知度をみると、「内容まで理解している」が

51.6％で、「内容を理解していない」の48.4％を上回った。 

 
 

問２ 「ケアラー」や「ヤングケアラー」という言葉をどのようにして知りましたか。 

次の中からいくつでもお選びください。 

「ケアラー」や「ヤングケアラー」の言葉を知ったきっかけをみると、「テレビ」が78.9％で

最も高く、次いで「新聞」が33.6％であった。 

 
 

  

n=2000

言葉も内容も理解している

12.9％

言葉や内容を

なんとなく理解している

38.7％
言葉は知っているが、

内容は分からない

20.0％

この調査で初めて知った

28.4％

n=1032

33.6％

78.9％

7.5％

28.5％

6.4％

5.5％

6.5％

4.8％

4.1％

3.8％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

新聞

テレビ

ラジオ

インターネット・ＳＮＳ

ポスター・リーフレット

道の広報（広報紙、ホームページ等）

市町村の広報（広報紙、ホームページ等）

研修、講演会・シンポジウム

書籍・雑誌

その他

内容まで理解している 
51.6％ 

内容を理解していない 
48.4％ 
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問３ あなたご自身は、現在ケアラーですか。又は過去にそうでしたか。 

次の中から１つだけお選びください。 

ケアラーの経験をみると、「いいえ」が76.2％で最も高く、次いで「分からない」が15.2％で

あった。 

 
 

問４ 「ケアラー」や「ヤングケアラー」に必要な支援・環境はどのようなものだと思いますか。 

次の中からいくつでもお選びください。 

ケアラーに必要な支援・環境をみると、「経済的な支援」が57.0％で最も高く、次いで「何で

も相談できる公的な窓口」が51.2％であった。 

 
  

n=2000

ヤングケアラーではなかっ

たが、１８歳以降にケア

ラーである（あった）

5.2％

かつてヤングケアラーで

あり、１８歳以降もケア

ラーである（あった）

1.8％

かつてヤングケアラーで

あったが、１８歳以降はケ

アラーではない

1.7％

いいえ（過去・現在とも

ケアラーではない）

76.2％

分からない

15.2％

n=172

40.7％

51.2％

46.5％

57.0％

49.4％

49.4％

26.2％

40.7％

39.5％

47.1％

47.1％

41.9％

0.0％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

電話や自宅訪問による相談体制

何でも相談できる公的な窓口

気軽に休息や睡眠がとれる機会の確保

経済的な支援

家事の援助

介護をしながら働ける職場環境

介護をしている人同士が交流できる環境（介護者サロン等）

自分の話を聞いてくれる人

社会や周囲の理解（声かけや励まし）

在宅サービス（訪問介護、デイサービス等）の提供

要介護者の一時預かりサービス（ショートステイ等）の提供

長期間利用できる入所施設等の充実

その他
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問５ 今後、家族を介護する当事者の立場になる可能性について、どのようにお考えですか。 

あなたの考えに最も近いものを、次の中から１つだけお選びください。 

ケアラーになる可能性をみると、「自分が当事者になる可能性はないと思う」が37.4％で最も

高く、次いで「自分も当事者になる可能性があると思う」が30.6％であった。 

 
 

問６ 家庭において家族を介護することについて、どのようにお考えですか。 

あなたの考えに最も近いものを、次の中から１つだけお選びください。 

家族を介護することについては、「介護サービス等の公的支援を受けるほうが望ましいと思

う」が53.7％で最も高く、次いで「介護サービス等の公的支援を受けるものだと思う」が

24.9％であった。 

 

n=1828

自分も当事者になる可

能性が高いと思う

12.7％

自分も当事者になる

可能性があると思う

30.6％

自分が当事者になる

可能性は低いと思う

19.3％

自分が当事者になる

可能性はないと思う

37.4％

n=2000

家族が介護する

ものだと思う

7.9％

他人よりも家族による介護

のほうが望ましいと思う

13.6％

介護サービス等の公的支援を

受けるほうが望ましいと思う

53.7％

介護サービス等の公的支援

を受けるものだと思う

24.9％
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問７ 家族の介護に備えて、しておきたい(しておいたほうがよかった)ことは何ですか。 

次の中からいくつでもお選びください。 

家族の介護に備えたいことをみると、「介護保険制度や介護サービスを知る」が49.8％で最も

高く、次いで「市町村独自の支援制度を知る」が41.7％であった。 

 
 

問８ あなたが仕事をしながら介護をすることになったとき、仕事と介護を両立するために職場に

求める支援・環境はどのようなものだと思いますか。 

次の中からいくつでもお選びください。 

仕事と介護の両立のために求める支援・環境をみると、「手当等の金銭的なサポート」が

50.1％で最も高く、次いで「柔軟な働き方」が40.9％であった。 

 
 

n=2000

49.8％

41.7％

14.1％

27.7％

27.7％

26.9％

6.6％

14.2％

11.3％

24.5％

6.1％

9.6％

0.2％

32.0％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

介護保険制度や介護サービスを知る

市町村独自の支援制度を知る

介護休業制度などの職場の支援制度を知る

介護・医療に関する相談先を知る

本人自身の介護に対する希望を聞く

本人の経済的な状況を確認する

本人の交友関係を確認する

本人以外の家族や親族で役割分担を話し合う

家をリフォームする（バリアフリー化、手すりの設置など）

介護に要する費用の計算やお金を準備する

家族介護教室などに参加する

友人・知人の介護体験談を聞く

その他

特にない

n=2000

50.1％

40.9％

31.7％

24.2％

11.7％

17.7％

14.2％

22.5％

26.1％

2.4％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

手当等の金銭的なサポート

柔軟な働き方（リモートワークや短時間勤務など）

より手厚い介護休業や介護休暇制度

仕事と介護の両立について相談に乗ってくれる窓口

介護に必要な情報発信や学習機会の提供

勤務先が提供する補助・サポート制度に関する情報提供

介護に関してオープンに話せる職場環境づくりや管理職員へ

の研修機会の提供

介護保険サービス・事業者についての情報提供

介護保険外の支援サービスの情報提供・優待利用

その他


